
空中༳に対する各消ัの殺༳効果 

方法：通ଠသ地に0.5mlの各ரัを加し、一に࿗ቘする。ആで一定の時間を経過し
た後、所定の場所（動物༩）でሼを開けて、５分間່出後、ሼを൷じる。３７度で２日間သ
ുする。 

消ัなし 70%エタノール 

0.1%ベンザルコニウム D7 

ି：D7を࿗ቘの際、သ地の小さ
いนຝを発生し、༳のコロニー
ではありません。 

ද࿗ቘ 
１日後 

エタノールはほとんど果なし、D7とベンザルコニウムは༳の生を全に೪制した。 



သു細༳に対する各消ัの殺༳効果１ 

方法：அ༳ミューラーヒ
ントンଠသ地に各ர・
各෯度のัをஅむ
ディスクを置き、３７度
で一ྻသുする。各ディ
スクのఢఈの༳増༢༛止
円を௴し、ัの෯
度と༛止円の直ྫྷをプ
ロットし、最小発༛止
෯度を算出する。 

້色ブドウ球༳ 大Ⴏ༳ 
0.05%次වಞ 
（වಞ௺ၝஜදのတൌั） 

D7 

0.1%ベンザルコニウム 
（တの෯度） 

叧１：原ั 
叧２：２ൌั 
叧４：４ൌั 
叧８：８ൌั 
叧１６：１６ൌั 

結果：້౦ブドウ球༳と
大Ⴏ༳に対し、တ෯度
の次වಞやベンザル
コニウムより、D7が強い
強いಿ༳作用を示した。 



ディシクのఢఈ
のஜいの部分は
༳；D7のఢఈ༳
の増༢がほとん
ど認められない
が、のఇ
には༳の増༢の
೪制はほとんど
認められない
か、ൠい೪制
果を示す。 

້色ブドウ球༳ 
0.05%次ව素 70%エタノール 

0.1%ベンザルコニウム D7 



ディシクのఢఈ
のஜいの部分は
༳；D7のఢఈ༳
の増༢がほとん
ど認められない
が、のఇ
には༳の増༢の
೪制はほとんど
認められない
か、ൠい೪制
果を示す。 

大Ⴏ༳ 
0.05%次ව素 70%エタノール 

0.1%ベンザルコニウム D7 



ディシクのఢఈ
のஜいの部分は
༳；D7のఢఈ༳
の増༢がほとん
ど認められない
が、のఇ
には༳の増༢の
೪制はほとんど
認められない
か、ൠい೪制
果を示す。 

Ⴖൃ༳（࿈ཝ形成༳） 
0.05%次ව素 70%エタノール 

0.1%ベンザルコニウム D7 



ディシクのఢఈ
のුいஜいの部
分は༳；D7のఢ
ఈ༳の増༢がほ
とんど認められ
ないが、の
ఇには༳の増
༢の೪制はほと
んど認められな
いか、ൠい೪制
果を示す。 

化ᑖ連ำ球༳ 
0.05%次ව素 70%エタノール 

0.1%ベンザルコニウム D7 



ディシクのఢఈ
のஜい・ピンク
౦の部分は༳；
D7のఢఈ༳の増
༢の೪制が認め
られたが、の
ఇには༳の
増༢の೪制はほ
とんど認められ
ないか、ൠい೪
制果を示す。 

セラチア༳（༳） 

0.05%次ව素 70%エタノール 

0.1%ベンザルコニウム D7 



ディシクのఢఈ
のුいஜいの部
分は༳；D7のఢ
ఈ༳の増༢がほ
とんど認められ
ないが、の
ఇには༳の増
༢の೪制はほと
んど認められな
いか、ൠい೪制
果を示す。 

表ຜブドウ球༳ 
0.05%次ව素 70%エタノール 

0.1%ベンザルコニウム D7 



ディシクのఢఈ
のුいஜいの部
分は༳；D7のఢ
ఈ༳の増༢がほ
とんど認められ
ないが、の
ఇには༳の増
༢の೪制はほと
んど認められな
いか、ൠい೪制
果を示す。 

口ᒷ連ำ球༳ 
0.05%次ව素 70%エタノール 

0.1%ベンザルコニウム D7 


